
山間部での苗木運搬という林業の大きな課題に対し、私たちはド
ローン技術で挑んでいます。これは単なる作業効率化に留まりませ
ん。苗木の運搬から植林後の鳥獣被害対策、さらには捕獲した鳥獣
の加工・販売までを一貫して手がけることで、地域全体を活性化さ
せる。この取り組みは、地域全体の未来を拓く挑戦なのです！
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この取り組みの出発点は、美郷町と、先進的なドローン技術や操縦ノウ
ハウを持つ古河電気工業株式会社様と結んだ連携協定に端を発しま
す。この協定に基づき、町がドローンを活用した事業の担い手を公募し
た際、真っ先に手を挙げたのがタイガーです。その背景には、中国営業
所だけが持つ独自の強みへの確信がありました。その強みとは「一貫
性」です。ドローンによる苗木の運搬をはじめ、植林後に新芽を食べに
来る鹿などを防ぐネットや電気さくの設置、さらには被害をもたらす鳥
獣の捕獲、そのお肉を加工して地域の皆様に美味しく召し上がってい
ただくところまで。このように「運搬から防除、捕獲、加工、販売まで」と
いう一連のサイクルを、すべて自社で完結できる点。この総合力が、町
の目指す方向性と完全に合致したのだと自負しています。

ドローン活用の背景

独自の強みが事業参画の決め手に

この取り組みは2023年から始まり、今はメンバー７名
でこのプロジェクトに臨んでいます。これまで使用して
いたのは大型ドローン「 E A G L E 4 9 」、今後は
「FLYCART30」を使用していきます。プロジェクトで
最も苦労したのは、操縦技術以上に、事業の「体制づく
り」でした。まさに白紙の地図に道を描くような作業
だったように思います。操縦に関連する航空法を読み

解き、土地所有者様や役場から許可を得る。万が一の
事故を想定した連絡網も整備しなければなりません。
すべてがゼロからのスタートで、手探りで調べてはマ
ニュアルに落とし込むという、地道な作業の連続でし
た。今はまだ現場を想定した試験飛行を繰り返してい
る段階ですが、今年中には業務受注できる状態にした
いと考えています。

取り組みを始める際に苦労したこと

操縦技術を学びながら、事業の体制を整備する
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ドローンを活用し、
＼林業の課題を解決／

これまでの人力作業は過酷で、１人１日300本の
植林が限界でした。しかし、今は苗木を運ぶ手間
が省けたことで、１日に600本の植林が可能と
なったのです。効率化はもちろんのこと、作業員
の方々を運搬という危険な重労働から解放でき
たことが、最も大きな成果と言えるでしょう。身体
的な負担や怪我のリスクが大幅に軽減され、現
場の方々からは「本当に助かる」と、心からの感謝
の言葉をいただいています。

ドローン導入で感じている効果

２倍の作業効率と
安全性の向上を実現

今後の展望

当面の目標は、今回得た学びや課題と向き合い、
今年中にタイガーのみで完遂できる体制を作る
ことです。そのためには、安全で効率的な業務マ
ニュアルの完成が不可欠。将来的には全国森林
組合連合会様だけでなく、山奥の工事現場への
資材運搬など、アクセスが困難な場所への運搬
ニーズにも応えていきたいと考えています。
とはいえ、この挑戦はまだ始まったばかり。これ
からもメンバーの皆さんには苦労をおかけするか
もしれませんが、「今後ともご協力よろしくお願い
します」と伝えさせてください。チーム一丸とな
り、この事業を軌道に乗せていきます。

タイガー単独での事業化と
多分野への展開

飛行実施当日業務開始前の飛行ルートや、
緊急着陸場所、全体のスケジュールの再確認中

先山へドローンに物資を吊り下げて飛行している様子
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